理科総合Ｂ　学習指導案

授業者氏名　井俣　由貴史
１．学校種・学年・科目名・単元名

定時制高校機械科・第１学年・理科総合B・生物と環境「いろいろな生態系」
２．授業クラス
　・１年A組17名

　・学校の中では比較的落ち着いたクラスである。しかし、半数以上は毎回教科書を持ってくる習慣がない。ワークシートには記入するようにはなってきたが、ただ写すだけで授業を聞いているとは言えない状態が多い。そこで生徒の興味・関心をよびおこし前を向かせ、考えるようにもっていくために、ICTを利用した。

３．使用教科書
　　理科総合B　新訂版（実教出版）

４．単元の目標

　　生物はたえず環境からの作用を受けてそれと反応しながら、環境に働きかけている。したがって、生物と環境の相互の働きあいによって生態系が成り立っていることを理解する。

５．指導計画（10時間扱い・本時6／10）
　① 地球環境と生物（2時間）
　② 生態系の中の生物（2時間）

　③ いろいろな生態系（本時　2／2時間）

　④ 生態系における物質循環（2時間）
　⑤ 生態系と平衡（2時間）
６．本時の目標
主題：　陸上と水中とは、生物にとって全くの異質の環境である。陸上の生態系と水中の生態系について考える。
目標：　どのようなことが異なっているのか、また、その違いは、生物にどのような影響を与えているのかを考える。
７．本時の展開（45分）
	
	児童生徒の思考と活動の流れ
	教師の支援・使用コンテンツ

	導入
５

分
	・生態系の定義、食物網について復習する。
	発問
・「食物網の構成者とは」

	展
開
35
分
	・空気と水について、どんな特徴があるか考え、
また以前学んだ大気の組成について、スクリーンを見て考える。
・陸上生態系について、陸上活動、例についてワークシートに記入していく。
・水界生態系について、大気中との密度の違い、酸素、二酸化炭素、例についてワークシートに記入していく。


	・生徒に呼びかけ、気付いたこと、大気の組成についての問題に発言するように促す。

・陸上生態系の例など、発言を促しながら、板書する。
・酸素は水に溶けやすいのか、また二酸化炭素はどうか、水界生態系の例など発言を促しながら、板書する。
・机間巡視をし、書けていない生徒に書くように促していく。

	ま
と

め

５

分
	・陸上生態系と水界生態系それぞれにおいて、生物の住む場所、酸素、二酸化炭素、太陽光、温度、密度について、スクリーンを見ながらワークシートに記入していく。
・全員でコンテンツを見ながら本時のまとめを確認
していく。
	・アニメーションを一時停止させながら、学んだことを質問し、陸上生態系と水界生態系の違いについて説明する。

・再度再生し、違いについて確認していく。
・最後に呼吸や光合成などに関係する二酸化炭素が生態系の中でどういうふうに流れているかについてふれる。


使用コンテンツ


教科書の大気の組成の図をパワーポイントで加工したもの





使用コンテンツ


パワーポイント上に教科書の食物網の静止画をはりつけたもの





使用コンテンツ


理科ねっとわーくの


「動物・植物・微生物の関係」








